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蓄電池（バッテリー）ビジネスに関する当社サービス内容
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蓄電池ビジネスに関するサービス内容

当社デジタルアセットも活用し、次世代の蓄電池ビジネスに向けてクライアントの検討ステー
タスや各種ニーズにあわせた支援が可能

デジタルアセット

TechHarbor

スタートアップ企業とベンチャー

キャピタル投資の発展をモニタ

リングすることで、革新的なテ

クノロジーのトレンドを特定する

Napier

ヒトでは処理できないボリュー

ムの様々な公開データを解

析・可視化することで、ビジネ

ス戦略策定を支援する

従来の強み

多様な専門性をも

つプロフェッショナル
人材

デロイトのグローバ
ルネットワーク

変革に向けた

実行力・実装力

DTCのケイパビリティ

個
別
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
ご
支
援

蓄電池のビジネス

領域に係る市場・

各種プレイヤーの

調査から、クライアン
トの戦略検討により、

ビジネスの方向性を

定める支援をします

具体的なビジネス

モデルの構築により

勝ち筋を見出し、

外部パートナー選定

およびM&A含めた
具体的な体制構築

まで支援します

ビジネスの実装に

必要なアクションを

共にし、商用化フェー
ズにおいても伴走。

運用断面でも

PMO対応を含め
支援します

蓄電池ビジネス

ビジネスパートナーとして一貫した伴走支援

市場調査 戦略策定
ビジネス
モデル

構築

パートナー

提携・

M&A検討
実装 運用

EVビジネス

分散型エネルギーシステム

全体を俯瞰しての支援

エネルギー需給管理

再生可能エネルギー
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蓄電池（バッテリー）ビジネスの全体像
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蓄電池バリューチェーンにおける業界構造マップ

蓄電池産業は、エネルギー・バッテリー・モビリティによって事業展開されており、収益獲得の
形態によって広範な事業モデル（事業ポテンシャル）が考えられる

エネルギー

バッテリー

モビリティ

⚫ 電力（kWh/ΔkW/kW）

⚫ 太陽光発電システム

⚫ 市場取引システム・

管理ツール

⚫ VPP/エネマネシステム

⚫ 需給調整サービス

⚫ エネルギー利用最適化

サービス（DR、V2X等）

⚫ 定置用リサイクル

⚫ 定置用リサイクル/リユース

⚫ 車載用リユース

（車載用→定置用）

⚫ 車載用リサイクル

⚫ BMS

（残量・残価管理等）

⚫ 蓄電エネルギー供給

⚫ BaaS

（バッテリーリース等）

⚫ BMS

（残量・残価管理等）

⚫ 充電サービス

⚫ 修理・交換・保険サービス

⚫ BaaS

（バッテリーリース等）

ライセンス売り（技術・ライセンス）

/モノ売り（製品・電力）

ソフトウェア売り

/サービス売り

リユース

/リサイクル

⚫ EV

（電池一体型）

（電池交換型）

⚫ 鉛蓄電池

⚫ リチウムイオン電池

⚫ 全固体電池

⚫ 定置用

（系統／産業／業務／家庭）

⚫ 車載用

⚫ 船舶用

ライセンス売り モノ売り

ビジネス領域 収益化の源泉
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ライセンス売り モノ売り

プレイヤーA既存事業

バッテリー（モノ）の
普及が周辺Biz拡大

にも必須

蓄電池ビジネスにおいて特徴的な動きをしているプレイヤーは、

実際に複数ビジネスを領域・VC横断で実施しており、今後も領域拡大を目指す

プレイヤーB 既存事業
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原料調達
バッテリー

／部品製造

7

トータルバリューチェーン型EV（バッテリー）ビジネス

【参考_モビリティ】各社はBEVビジネスの全体収益確保に向けて、売り切り型からトータルバ
リューチェーン型へのシフトを志向

製造 販売／利用 End of Life

1次資源

2次資源

エネルギーマネジメント（蓄電池・蓄電所運用、電力販売）

各VC事業への電力供給
リユース

バッテリーの

蓄電池活用

EV製造

新車

EV販売
中古EV
買取／販売

廃棄

／回収

リビルド／

リマニュファ

クチャリング

回収／解体 再資源化

歩留まりバッテリーをリサイクル

バッテリーリース1 バッテリーリユース2 バッテリーリサイクル3
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好循環の実現

8

VPP事業における成功要諦

【参考_エネルギー】エネルギー需給管理では販売アルゴリズムに加えて、蓄電池リソースを創
出することでバリューチェーン全体をカバーしつつ、好循環を実現することが可能

リソースの集約 リソースの価値最適化リソースの創出

成
功
要
諦

出所：各種公開情報を基に作成

エネルギー需要家（B2B/B2C）に対し
マネタイズの源となるリソースを創出

分散した小規模リソースを束ねることで

販売先へのアクセスを提供

各リソースの特性に合わせた収益

最大化方法を選択し、販売
概
要

販売アルゴリズムの

最適化による収益最大化

スケールアップ

低価格なサービス設計

による参画プレイヤー増加

需給管理に最適化した

蓄電池等のアセット導入

収入の最大化により低価格なサービスを実現可能

発電量均し効果等
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蓄電池（バッテリー）ビジネスの課題と要諦
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蓄電池バリューチェーンビジネスの収益化の課題構造

バッテリー(モノ)の普及を前提とした蓄電池ビジネス全体の収益化課題は多岐に渡り、
各事業者は収益の獲得に苦慮しているのが実情

コストが高い

電池VCビジネス

（=Assetビジネス）は

収益性が低い

収益が低い

性能が低い

性能に合った

市場価格を

付けられていない

製造コストが高い

流通コストが高い

リビルド／リサイクル

コストが高い

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

レアメタルの使用量が多い

（→資源価格の上下による変動費の影響が大きい）

生産量が少なく固定費が高い

充放電インフラ等へのコスト負担が大きい

１度流通すると回収するのに費用が掛かる

中古車の海外流出が多く、EoL電池回収量が少ない

（車載用電池固有の課題）

リビルド／リサイクル技術が未発達で

コストを低減できていない

電池開発技術が未発達でエネルギー効率が低い

製品劣化が早く、価値が減損しやすい

中古品の個体差が大きく、性能への信頼が薄い

性能を最大限発揮できる使われ方をしていない
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蓄電池バリューチェーンビジネスの課題への対応・打ち手検討のポイント

ビジネスの収益化に関する各課題の打ち手検討のポイントは以下の通り

バッテリーVC収益化の課題 打ち手検討のポイント

飽くなき技術開発

(製造・リビルド／リサイクル)

電池を手放さないビジネス検討

(フックと収益化の使い分け)

劣化診断／劣化防止の技術の習得

リユースにおける用途開拓と規格化

普及と資源封じ込めに向けた政策活用

レアメタルの使用量が多い

（→資源価格の上下による変動費の影響が大きい）
1

生産量が少なく固定費が高い2

充電インフラ等へのコスト負担が大きい3

１度流通すると回収するのに費用が掛かる4

中古車の海外流出が多く、EoL電池回収量が少ない

（車載用電池固有の課題）
5

リビルド／リサイクル技術が未発達で

コストを低減できていない
6

電池開発技術が未発達でエネルギー効率が低い7

製品劣化が早く、価値が減損しやすい8

中古品の個体差が大きく、性能への信頼が薄い9

性能を最大限発揮できる使われ方をしていない10
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